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ま
ず
、
近
隣
の
畑
作
農
家
に
栽
培
を
委

託
し
、
２
０
１
５
年
に
30​

ha
か
ら
栽
培
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
契
約
面
積
は
翌
16
年

に
は
３
０
０
ha
、
17
年
に
は
６
０
０
ha
に

順
調
に
拡
大
し
て
い
る
。

同
社
が
担
当
す
る
の
は
、
お
も
に
ヘ
ン

プ
の
商
品
企
画
と
販
売
だ
。
ヘ
ン
プ
シ
ー

プ
は
全
く
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
世
界

的
に
栽
培
が
再
開
さ
れ
た
後
、
98
年
か
ら

２
０
０
０
年
に
大
学
で
試
験
栽
培
が
行
な

わ
れ
た
も
の
の
、
ヘ
ン
プ
栽
培
を
推
進
す

る
農
家
も
ヘ
ン
プ
事
業
に
乗
り
出
す
企
業

も
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
状
態
が
続
い

た
。
先
に
栽
培
を
再
開
し
た
Ｅ
Ｕ
圏
の

国
々
に
倣
っ
て
、
法
律
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
成

分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
含
有
率
が
０
・
２
％
未

満
の
品
種
で
あ
れ
ば
栽
培
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

こ
の
状
況
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、
モ

ラ
ル
ー
プ
社
（M

øllerup G
ods

）
だ
。

創
業
は
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
最
高
司
令
官

の
称
号
を
授
か
っ
た
マ
ル
ク
ス
と
い
う
貴

族
が
立
ち
上
げ
た
１
２
８
６
年
に
遡
る
。

そ
の
後
、
経
営
者
が
何
度
か
変
わ
り
、
１

７
０
０
年
代
に
は
木
材
工
場
を
営
ん
で
い

た
時
代
も
あ
る
と
い
う
。
現
在
は
、
１
９

２
０
年
に
経
営
権
を
取
得
し
た
船
主
の
孫

夫
婦
（
ア
ン
・
ソ
フ
ィ
ー
と
ス
テ
ィ
グ
・

ガ
ン
ボ
ー
グ
）
と
そ
の
子
ど
も
４
名
を
中

心
に
し
た
家
族
経
営
体
と
し
て
、
国
立
公

園
内
に
あ
る
総
面
積
４
１
５
ha
の
歴
史
的

な
不
動
産
を
管
理
し
、
農
業
、
林
業
、
狩

猟
、
馬
、
文
化
的
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
営

ん
で
い
る
（
図
１
）。
ヘ
ン
プ
が
３
６
０

度
あ
ら
ゆ
る
製
品
を
生
み
出
す
こ
と
に
魅

力
を
感
じ
、
同
社
の
持
つ
長
い
歴
史
を
未

来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
も
、
持
続
可

能
な
経
済
社
会
を
目
指
す
新
た
な
事
業
と

し
て
ヘ
ン
プ
事
業
に
挑
戦
し
た
の
で
あ
る
。

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
と
呼
ば
れ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
北
部
に
位
置
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
に

も
、
17
世
紀
に
農
民
が
海
軍
に
供
給
す
る

た
め
に
ヘ
ン
プ
栽
培
を
奨
励
し
た
と
い
う

記
録
が
残
っ
て
い
る
。
現
在
の
国
土
面
積

は
日
本
の
九
州
と
同
程
度
だ
が
、
ユ
ト
ラ

ン
ド
半
島
と
大
小
４
０
０
以
上
も
の
島
々

か
ら
成
り
立
つ
こ
と
か
ら
、
伝
統
的
に
海

洋
活
動
が
活
発
で
あ
る
。
17
世
紀
に
は
海

戦
が
相
次
ぎ
、
海
軍
が
拡
大
し
て
い
た
時

期
で
、
帆
布
や
ロ
ー
プ
な
ど
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

農
業
分
野
に
目
を
向
け
る
と
、
人
口
約

５
８
０
万
人
の
小
さ
な
国
な
が
ら
、
高
い

国
際
競
争
力
を
持
つ
養
豚
や
酪
農
の
ほ

か
、
起
伏
が
な
く
平
坦
（
最
高
地
点
は
海

抜
１
７
３
ｍ
）
な
地
勢
と
肥
沃
な
土
壌
を

活
か
し
た
小
麦
・
大
麦
等
の
大
規
模
な
穀

物
生
産
も
盛
ん
だ
。
全
国
に
11
あ
る
農
業

協
同
組
合
に
よ
っ
て
、
生
産
、
加
工
・
流

通
、
輸
出
に
至
る
ま
で
、
農
家
が
主
体
的

に
関
与
し
た
形
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
な

か
で
も
デ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ウ
ン
は
豚
肉

の
輸
出
量
で
世
界
第
１
位
を
誇
る
食
肉
協

同
組
合
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
に
注
目 

栽
培
は
近
隣
農
家
と
契
約

デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、
ほ
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
と
同
様
に
、
化
学
繊
維
の
台
頭
に

よ
る
需
要
の
減
少
に
加
え
て
、
１
９
６
１

年
の
麻
薬
単
一
条
約
の
締
結
以
降
、
ヘ
ン

デンマーク
持続可能な経済社会を目指す
家族経営体の挑戦
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▶︎図１：国立
公園のなかに
あるモルラー
プ社の敷地

◀︎図２：セブン
イレブンで販
売したヘンプ
シードを使っ 
たスーパーフー
ド・サラダ



55 農業経営者 2018 年 12 月号

な
っ
て
06
年
に
設
立
し
た
ア
ド
バ
ン
ス
・

ノ
ン
ウ
ー
ブ
ン
社
と
い
う
繊
維
加
工
会
社

が
担
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
リ
サ
イ
ク
ル

繊
維
の
事
業
を
展
開
し
て
い
た
が
、
ヘ
ン

プ
繊
維
原
料
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
モ
ラ
ル
ー
プ
社
と
提
携
し
て

不
織
布
を
製
造
し
、
住
宅
用
断
熱
材
の
販

売
に
も
展
開
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
の
医
療
用
大
麻
製
造

会
社
の
キ
ャ
ノ
ピ
ー
・
グ
ロ
ー
ス
社
の
子

会
社
と
し
て
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
・
カ
ン
ナ
ビ

ス
・
デ
ン
マ
ー
ク
社
を
設
立
し
、
18
年
１

月
か
ら
臨
床
試
験
事
業
を
試
験
的
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
産
業
用
に
留
ま
ら
ず
、
医

療
用
を
見
据
え
た
３
６
０
度
展
開
を
実
践

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ド
原
料
を
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
メ
ー
カ
ー
に

持
ち
込
ん
で
加
工
を
委
託
し
、
商
品
開
発

を
進
め
て
い
る
。
当
初
か
ら
注
目
し
て
い

た
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
の
食
品
は
、
通
信
販
売

や
自
然
食
品
店
な
ど
の
専
門
店
で
は
な

く
、
普
通
の
人
が
買
え
る
よ
う
に
一
般
流

通
に
狙
い
を
定
め
て
い
た
。結
果
と
し
て
、

自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
商
品
化
し
た
も
の
は
、

国
内
最
大
手
ス
ー
パ
ー
の
コ
ー
プ
で
販
売

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
の
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に
は
、ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
・

サ
ラ
ダ
と
い
う
企
画
を
持
ち
込
み
、
ヘ
ン

プ
ナ
ッ
ツ
を
振
り
か
け
た
サ
ラ
ダ
の
商
品

開
発
に
も
関
わ
っ
た
（
図
２
）。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
に
優
れ
、
一
般
的
な
食
品
よ
り
栄

養
価
が
高
い
食
品
と
定
義
さ
れ
る
ス
ー
パ

ー
フ
ー
ド
・
ブ
ー
ム
が
、
ヘ
ン
プ
ナ
ッ
ツ

や
ヘ
ン
プ
オ
イ
ル
の
認
知
度
向
上
に
大
き

く
寄
与
し
た
と
い
う
。

食
品
の
ほ
か
、
ヘ
ン
プ
オ
イ
ル
を
使
っ

た
ス
キ
ン
ケ
ア
商
品
や
医
療
・
サ
プ
リ
メ

ン
ト
製
品
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
販
売
に

こ
ぎ
着
け
た
。
た
だ
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
国

内
で
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
を
ほ
と
ん
ど

含
ま
な
い
ヘ
ン
プ
の
葉
を
消
費
者
に
直
接

販
売
す
る
こ
と
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
収
穫
し
た
葉
を
一
旦
ド

イ
ツ
に
輸
出
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ

オ
ー
ル
）
を
抽
出
し
、
製
品
化
さ
れ
た
医

療
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
製
品
を
輸
入
し
て
販

売
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

繊
維
に
つ
い
て
は
同
社
が
オ
ー
ナ
ー
と

ヘ
ン
プ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
賞 

３
部
門
で
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に

同
社
の
取
り
組
み
は
、
国
外
で
も
評
価

を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
。
世
界
中
の
ヘ
ン
プ

の
事
業
者
と
研
究
者
が
集
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

産
業
用
ヘ
ン
プ
協
会
の
国
際
会
議
は
、
18

年
６
月
に
初
め
て
「
ヘ
ン
プ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
賞
」
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
。
同
社
は
、
繊
維
・
複
合
素
材
部

門
、
食
品
部
門
、
化
粧
品
部
門
の
い
ず
れ

に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
90
の
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
な
か
で
見
事
に
３
部
門
と
も
フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
社

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の
は
、
有
機
ヘ
ン
プ

マ
ス
タ
ー
ド
（
食
品
部
門
）、
ヘ
ン
プ
・

コ
ス
メ
シ
リ
ー
ズ
（
化
粧
品
部
門
）、
ヘ

ン
プ
繊
維
を
使
っ
た
不
織
布
の
苗
床
に
種

を
入
れ
た
栽
培
キ
ッ
ト
（
繊
維
・
複
合
素

材
部
門
）
だ
。
ど
の
部
門
で
も
惜
し
く
も

１
位
を
逃
し
た
が
、
同
社
の
商
品
企
画
の

実
力
を
多
く
の
人
に
印
象
づ
け
た
。

家
族
経
営
体
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
す
る

こ
と
で
、
同
社
は
わ
ず
か
４
年
で
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
地
域
最
大
の
ヘ
ン
プ
・
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
に
ま
で
成
長
し
た
。
現
在
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
産
の
も
の
を
国
内
の
チ
ェ
ー

ン
店
で
販
売
す
る
と
い
う
地
産
地
消
モ
デ

ル
を
実
践
し
て
い
る
が
、
先
行
す
る
Ｅ
Ｕ

圏
の
ヘ
ン
プ
事
業
体
に
も
負
け
な
い
商
品

企
画
力
は
、
今
後
の
展
開
も
楽
し
み
な
と

こ
ろ
で
あ
る
。

図３：ヘンプ・イノベーション賞（食品部門）に同社がエントリー
した「有機ヘンプマスタード」（180g入りで約4,500円）

図４：同賞（化粧品部門）にエントリーした「ヘンプ・コスメシ
リーズ」。ヘンプオイルを使ったもので、クリーム、バーム、ボディ
オイルなど12商品を展開

図５：同賞（繊維・複合素材部門）にエントリーした「小さなガー
デンギフトセット」。ヘンプ繊維を使った不織布の苗床にカイワ
レ大根をはじめとしたさまざまな種が入っている。約10㎝四方、
厚さ３㎝で、３種類の種セットを約１万4,900円で販売


